
当日論旨:おはようございます．只今から住吉区医師会院内感染対策カンファレンス，
SMICCを始めます．



当日論旨:本日は事前にお願いしました先生方のクリニックでの感染症動向アンケート
報告を元に集計しました住吉区の今期2023年4月から10月の感染症動向と全国の動向
との比較検討を，後半は今後のSMICC開催方針についての検討となります．



当日論旨:まず先生方から頂いた12感染症ご報告の集計です．



当日論旨:住吉区医師会感染症対策カンファレンス参加クリニックからの感染症報告の
全体像です．ほぼ世間の動向と一致してコロナの波と例年より比較的早期のインフル
エンザ増加が見られます．

増加するコロナ感染症

増加するインフルエンザ



当日論旨:それでは12種類の感染症についてそれぞれ検討していきましょう．



当日論旨:グラフ上はSMICC報告集計，下は国立感染症研究所の感染症週報(IDWR)です．
COVID19はSMICC報告と全国の推移は一致し第９波を示しています．検査数も2000件以
上で診療も大変だったと思います．
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当日論旨:グラフはCOVID19のSMICC報告集計を内科小児科別に分けたものです．成
人，小児共に一定の増加減少を示していますが，小児では陽性率がやや少ない様子で
す．

小児の陽性率はやや低い



当日論旨:グラフはインフルエンザの検査数と陽性率の推移です．9月10月になり増加
傾向であることがSMICC，IDWR共に示されています．SMICCでの検査数は1000件以上
の月が多くなっています．

例年より早い時期の増加

過去年
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当日論旨:グラフはインフルエンザのSMICC報告集計を内科小児科別に分けたもので
す．成人，小児共にほぼ一定の陽性率を示しています．

7月を除きほぼ同様の陽性率



当日論旨:ノロウイルス感染症のSMICC報告集計です．今期もある程度の陽性率を示し
ています．
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当日論旨:ノロウイルス感染症のSMICC報告集計を内科小児科別に分けたものです．成
人では検査が施行されておらず，陽性は全例小児であることがわかります．



当日論旨:ロタウイルスの検査数と陽性率の推移です．例年春先増加傾向ですが今期は
SMICC，IDWR共に増加は見られませんでした． SMICC では9月に増加が示されていま
す．

9月の増加
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当日論旨:ロタウイルス感染症のSMICC報告集計を内科小児科別に分けたものです．成
人では検査が施行されておらず，陽性は全例小児であることがわかります．



過去年

今期

当日論旨:アデノウイルスの検査数と陽性率の推移です．例年にはみられない7月頃からの増加が
SMICC，IDWR共に示されています．国立感染症研究所から要注意感染症として挙げられていま
す．
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例年にない増加



当日論旨:アデノウイルス感染症のSMICC報告集計を内科小児科別に分けたものです．
成人では検査が施行されておらず，陽性は全例小児であることがわかります．



過去年

今期

当日論旨:RSウイルスの検査数と陽性率の推移です．IDWRでは一定の傾向は見られませ
んが，SMICCでは9月に増加が示されています．
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当日論旨:RSウイルス感染症のSMICC報告集計を内科小児科別に分けたものです．成人
では検査が施行されておらず，保険診療の関係でしょうか，陽性は全例小児であるこ
とがわかります．



当日論旨:ヒトメタニューモウイルスの検査数と陽性率の推移です．SMICCでは7月から
増加が示されています．
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当日論旨:ヒトメタニューモウイルス感染症のSMICC報告集計を内科小児科別に分けた
ものです．成人では検査が施行されておらず，この感染症も保険診療の関係でしょう
か，小児のみ検査がなされており陽性は全例小児であることがわかります．



当日論旨:麻疹の検査数と陽性率の推移です．疑い症例に検査が行われているようです
が，陽性症例はありませんでした．
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当日論旨:麻疹の陽性例は見られませんでした．



当日論旨:風疹の検査数と陽性率の推移です．疑い症例に検査が行われているようです
が，陽性症例はありませんでした．
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当日論旨:風疹の陽性例は見られませんでした．



過去年

今期

当日論旨:水痘の検査数と陽性率の推移です．SMICCでは一定数の報告が見られます
が，IDWRでは例年より報告数が少ないようです．
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当日論旨:水痘のSMICC報告集計を内科小児科別に分けたものです．成人では検査が施
行されておらず，小児のみ検査がなされており陽性は全例小児であることがわかりま
す．



過去年

今期

当日論旨:流行性耳下腺炎の検査数と陽性率の推移です．SMICCでは一定数の報告が見
られますが，IDWRでは例年より報告数が少ないようです．
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当日論旨:流行性耳下腺炎のSMICC報告集計を内科小児科別に分けたものです．成人で
は検査が施行されておらず，小児のみ検査がなされており陽性は全例小児であること
がわかります．
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当日論旨:A型溶連菌感染症の検査数と陽性率の推移です．SMICCでは一定数の報告が
見られます．IDWRでは例年より報告数がやや多いようです．



当日論旨:A群溶連菌感染症のSMICC報告集計を内科小児科別に分けたものです．成人
では10月に入り検査が施行され陽性率も50%を超えています．IDWR週報と一致する様
子です．小児では検査と陽性がコンスタントにあることがわかります．



当日論旨:発熱外来・一般診療の感染対策は個人防護具は一部簡易化されているところ
もあるようですが，COVID19以前に戻っていることはなく警戒状態継続です．



当日論旨:保険診療上の感染対策カンファレンスを開催する主体と算定可能な項目の理
解，および今後のSMICCと加算１施設との関係性についての報告．



当日論旨:抗生剤の発見と耐性菌対策の簡易年表．1928年にペニシリンを発見したフレ
ミングは1945年にノーベル賞を受賞した際に耐性菌問題を示唆．その後米国欧州日本
で院内感染対策，耐性菌対策のアクションプラン等が発表されそれぞれの事業主体等
によりシステムが開発整備された．



当日論旨:診療所レベルでの参加可能団体と利用システムの簡易年表．クリニックでの
JANISが利用できるようになったのは2022/4から．大阪では2019年から本格的サーベイ
ランスが開始された．住吉区医師会のSMICCは2022/４に設置活動開始．



当日論旨:大阪市の感染対策カンファレンスは大阪市が主体のOIPCにより４ブロックに
分割運営されており住吉区は南部ブロックに属し，加算１施設は大阪公大や大阪急性
機医療センター等となっている．それとは別に医師会主体の感染対策カンファレンス
も開催が認められており住吉区医師会は外来感染対策加算算定の施設向けにSMICCを
立ち上げ感染対策カンファレンスを開催している．



当日論旨:南部ブロック統括の大阪公大からの連絡体制表．


住吉区の診療所は『A :外来対象の南部ブロック会』の項であり，当該ブロックの加算
１施設と連携するか，所属する地区医師会と連携するかを求められている．



当日論旨:外来感染対策向上加算のみを算定する診療所は地区医師会と連携が基本である．加算
１施設と直接連携も可能だがその場合JANIS，OASCISに参加入力し連携強化加算とサーベイランス
加算も算定が加算１施設との直接連携の条件となり得る．




